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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第67期
第２四半期
連結累計期間

第68期
第２四半期
連結累計期間

第67期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (百万円) 34,302 35,201 77,055

経常利益 (百万円) 906 943 3,211

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 831 606 2,284

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 533 1,215 1,941

純資産額 (百万円) 43,318 45,348 44,486

総資産額 (百万円) 77,858 84,492 88,315

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 105.98 77.29 291.23

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 55.6 53.7 50.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △492 956 4,744

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,039 △2,496 △4,657

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △123 △1,287 2,372

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 8,893 12,180 15,007
 

 

回次
第67期
第２四半期
連結会計期間

第68期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年７月１日
至 平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 62.50 48.35
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれていない。

２．「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」については、潜在株式が存在しないため記載してい

ない。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

４．当社は、平成29年10月１日付で、普通株式５株を１株とする株式併合を行っている。前連結会計年度の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定している。

５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっている。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はない。

 また、主要な関係会社に異動はない。
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第２ 【事業の状況】

 

(注) 「第２ 事業の状況」に記載している金額には、消費税等は含まれていない。

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はない。

 なお、重要事象等は存在していない。

 

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものである。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前

連結会計年度との比較・分析を行っている。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、頻発した自然災害による影響はあるものの、消費や生産、設

備投資に持ち直しの動きが続くほか、雇用も良好で緩やかな回復基調が続いており、四国地域においてもほぼ全国

と同様の状況で推移した。

こうした中、当社グループは、全力をあげて業績の確保に努めた結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売

上高は 35,201百万円(前年同四半期比 2.6％増加)となり、営業利益は 704百万円(同 1.2％増加)、経常利益は 943

百万円(同 4.1％増加)、親会社株主に帰属する四半期純利益は 606百万円(同 27.1％減少)となった。

 

セグメントの業績は、次のとおりである。

 

(設備工事業)

当建設業界においては、公共投資や民間投資など全体として高水準を維持する一方、人手不足や工事原価の高

まりなど厳しい状況も続いた。

こうした中、大型工事の進捗状況などにより、完成工事高は 32,497百万円(前年同四半期比 5.6％減少)、セグ

メント利益は 8百万円(同 96.8％減少)となった。

 

(リース事業)

連結子会社 ㈱ヨンコービジネスが、工事用機械、車両、備品等のリース事業を行っている。

事業環境が厳しい中、新規顧客の開拓に注力する一方、与信管理の徹底などコスト低減に努めた結果、売上高

は 1,705百万円(前年同四半期比 5.2％増加)、セグメント利益は 140百万円(同 5.5％減少)となった。

 

(太陽光発電事業)

当社及び連結子会社 ㈱ヨンコーソーラーが、太陽光発電事業を行っている。

前連結会計年度末に大型発電所が運開したことにより、売上高は 1,171百万円(前年同四半期比 28.3％増加)、

セグメント利益は 580百万円(同 34.4％増加)となった。

 
(その他)

ＣＡＤソフトウェアの販売、指定管理業務を中心に、その他の売上高は 463百万円(前年同四半期比 24.7％減

少)、セグメント損失は 4百万円(前年同四半期はセグメント損失 28百万円)となった。
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<資産>

資産合計は、84,492百万円(前連結会計年度比 3,823百万円減少)となった。

流動資産の減少(同 5,782百万円減少)は、受取手形・完成工事未収入金等が 5,136百万円減少したことなどが

主な要因である。

固定資産の増加(同 1,958百万円増加)は、保有株式の時価評価により投資有価証券が 1,058百万円増加したこ

となどが主な要因である。

<負債>

負債合計は、39,143百万円(同 4,685百万円減少)となった。

流動負債の減少(同 4,680百万円減少)は、支払手形・工事未払金等が 4,007百万円減少したことなどが主な要

因である。

固定負債の減少(同 4百万円減少)は、長期借入金が 269百万円減少したことなどが主な要因である。

<純資産>

純資産合計は、45,348百万円(同 861百万円増加)となった。

平成30年３月期期末配当金の支払いにより 352百万円減少したが、親会社株主に帰属する四半期純利益を 606

百万円計上したことやその他有価証券評価差額金が 516百万円増加したことなどが主な要因である。
 

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の 50.4％から 53.7％となった。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)の残高は、投資活動、財務活動に

よる資金支出が、営業活動による資金収入を上回ったため、前連結会計年度末に比べ 2,826百万円減少し、12,180百

万円となった。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少 4,322百万円や法

人税等の支払 975百万円などによる資金支出はあったものの、税金等調整前四半期純利益 933百万円の確保や売

上債権の減少 5,556百万円などにより、956百万円の資金収入(前年同四半期連結累計期間は 492百万円の資金支

出)となった。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、設備投資やＭ＆Ａなどの成長投資

により、2,496百万円の資金支出(前年同四半期連結累計期間は 3,039百万円の資金支出)となった。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の純減 931百万円や配当金

の支払 351百万円などにより、1,287百万円の資金支出(前年同四半期連結累計期間は 123百万円の資金支出)と

なった。

 

(3) 経営方針、経営戦略等及び対処すべき課題等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営方針、経営戦略等及び対処すべき課題等に重要な変更

及び新たな策定はない。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発活動の金額は、 55百万円（設備工事業 4百万円、その他 51百万円）であ

る。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。
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(5) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、新たに確定した主要な設備の新設計画は、次のとおりである。

 

名称 内容
投資予定金額(百万円)

資金調達方法 備考
総額 既支払額

有元温調㈱
本店建替
(兵庫県神戸市垂水
区)

建物・構築物他 320 －
借入金及び
自己資金

平成31年８月完成予定
(延床面積：約 883㎡)

 

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略上の対応方針

当社グループの事業に関して、業績及び財政状態に重要な影響を及ぼす可能性のあるリスクは、以下の事柄があ

ると認識している。
 

① 主要取引先である四国電力㈱の設備投資の動向

② 一般建設投資の動向(建設市場の状況、競争環境など)

③ 完成工事原価の変動(材料価格、労務費など)

④ 取引先の倒産等による債務不履行

⑤ 退職給付債務の変動(年金資産の運用利回りなど)

⑥ 投資有価証券の価格変動(金利、株価など)

⑦ 法的規制(法令改廃、行政処分など)
 

当社グループは、これらの想定される事業リスクについて、影響度と顕在化の可能性の観点から分類した上で対

応方針を策定しており、リスク顕在化の未然防止を図るとともにリスク発生時の影響を最小限に留めるよう的確な

対応に努める所存である。

 

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,127,735 8,127,735
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株である。

計 8,127,735 8,127,735 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項なし。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項なし。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成30年９月30日 － 8,127,735 － 3,451 － 4,209
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(5) 【大株主の状況】

平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の総数
に対する所有
株式数の割合
(％)

四国電力株式会社 高松市丸の内２番５号 2,499 31.87

四電工従業員持株会 高松市花ノ宮町２丁目３番９号 502 6.41

株式会社中国銀行 岡山市北区丸の内１丁目15番20号 234 2.99

株式会社伊予銀行 松山市南堀端町１番地 222 2.84

株式会社百十四銀行 高松市亀井町５番地の１ 218 2.79

株式会社愛媛銀行 松山市勝山町２丁目１番地 191 2.44

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 158 2.02

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 110 1.41

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 88 1.12

宮地電機株式会社 高知市本町３丁目３番１号 88 1.12

計 － 4,314 55.01
 

(注) 当社は自己株式 284千株(3.50％)を保有しているが、上記の大株主から除いている。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 284,700
 

－ －

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,765,400
 

 

77,654 －

単元未満株式 普通株式 77,635
 

 

－ １単元(100株)未満株式

発行済株式総数 8,127,735 － －

総株主の議決権 － 77,654 －
 

(注)　「単元未満株式」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が 30株含まれている。

 

 

② 【自己株式等】

平成30年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
高松市花ノ宮町２丁目３番９号 284,700 － 284,700 3.50

株式会社四電工

計 － 284,700 － 284,700 3.50
 

 

 

２ 【役員の状況】

 該当事項なし。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載している。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けている。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 5,807 7,775

  受取手形・完成工事未収入金等 18,335 13,199

  リース投資資産 3,245 3,440

  有価証券 － 34

  未成工事支出金 4,382 5,599

  その他のたな卸資産 ※１  1,467 ※１  1,690

  関係会社預け金 9,200 5,100

  その他 1,606 1,399

  貸倒引当金 △64 △40

  流動資産合計 43,980 38,198

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物・構築物 18,560 18,915

   機械、運搬具及び工具器具備品 19,877 19,902

   土地 11,637 11,836

   その他 6 －

   減価償却累計額 △20,474 △21,088

   有形固定資産合計 29,608 29,565

  無形固定資産   

   のれん 157 1,094

   その他 629 597

   無形固定資産合計 787 1,691

  投資その他の資産   

   投資有価証券 10,543 11,602

   その他 3,416 3,454

   貸倒引当金 △19 △20

   投資その他の資産合計 13,939 15,036

  固定資産合計 44,335 46,293

 資産合計 88,315 84,492
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 13,588 9,581

  短期借入金 500 300

  未払金 ※３  4,844 ※３  4,245

  未払法人税等 1,191 422

  工事損失引当金 11 11

  その他 8,193 9,088

  流動負債合計 28,329 23,649

 固定負債   

  社債 － 200

  長期借入金 12,107 11,837

  役員退職慰労引当金 60 126

  退職給付に係る負債 3,130 3,126

  その他 201 204

  固定負債合計 15,499 15,494

 負債合計 43,829 39,143

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,451 3,451

  資本剰余金 4,221 4,221

  利益剰余金 37,557 37,810

  自己株式 △658 △659

  株主資本合計 44,571 44,824

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 939 1,455

  退職給付に係る調整累計額 △1,024 △931

  その他の包括利益累計額合計 △85 523

 純資産合計 44,486 45,348

負債純資産合計 88,315 84,492
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高   

 完成工事高 31,780 32,483

 その他の事業売上高 2,522 2,717

 売上高合計 34,302 35,201

売上原価   

 完成工事原価 28,361 29,089

 その他の事業売上原価 1,773 1,758

 売上原価合計 30,135 30,847

売上総利益   

 完成工事総利益 3,418 3,394

 その他の事業総利益 748 959

 売上総利益合計 4,166 4,353

販売費及び一般管理費 ※１  3,471 ※１  3,649

営業利益 695 704

営業外収益   

 受取利息 15 12

 受取配当金 100 135

 物品売却益 60 68

 不動産賃貸料 41 41

 その他 20 22

 営業外収益合計 237 281

営業外費用   

 支払利息 19 23

 弔慰金 － 10

 その他 6 8

 営業外費用合計 26 42

経常利益 906 943

特別利益   

 退職給付制度終了益 394 －

 特別利益合計 394 －

特別損失   

 固定資産売却損 － 3

 固定資産除却損 0 6

 特別損失合計 0 9

税金等調整前四半期純利益 1,300 933

法人税等 469 327

四半期純利益 831 606

親会社株主に帰属する四半期純利益 831 606
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 831 606

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 90 516

 退職給付に係る調整額 △387 92

 その他の包括利益合計 △297 609

四半期包括利益 533 1,215

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 533 1,215

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,300 933

 退職給付制度終了益 △394 －

 減価償却費 909 980

 のれん償却額 － 15

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 105 64

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 21 △24

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △174 △80

 受取利息及び受取配当金 △115 △148

 売上債権の増減額（△は増加） 966 5,556

 リース投資資産の増減額（△は増加） △219 △121

 未成工事支出金の増減額（△は増加） △894 △586

 その他のたな卸資産の増減額（△は増加） △181 △207

 仕入債務の増減額（△は減少） △307 △4,322

 未収入金の増減額（△は増加） 518 △31

 未払金の増減額（△は減少） △671 △657

 未成工事受入金の増減額（△は減少） 470 629

 未払消費税等の増減額（△は減少） △862 29

 その他 △516 △208

 小計 △45 1,821

 利息及び配当金の受取額 137 144

 利息の支払額 △28 △33

 法人税等の支払額 △556 △975

 営業活動によるキャッシュ・フロー △492 956

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券の売却及び償還による収入 200 －

 有形固定資産の取得による支出 △1,971 △888

 投資有価証券の取得による支出 △1,299 －

 投資有価証券の売却及び償還による収入 19 20

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △1,583

 関係会社株式の取得による支出 △3 △3

 貸付金の回収による収入 4 4

 その他 12 △45

 投資活動によるキャッシュ・フロー △3,039 △2,496

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） － △500

 長期借入れによる収入 1,200 990

 長期借入金の返済による支出 △1,006 △1,421

 配当金の支払額 △313 △351

 その他 △3 △3

 財務活動によるキャッシュ・フロー △123 △1,287

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,655 △2,826

現金及び現金同等物の期首残高 12,548 15,007

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  8,893 ※１  12,180
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【注記事項】

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 
当第２四半期連結累計期間

(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

税金費用の計算 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。ただし、当該

見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる

場合には、法定実効税率を使用する方法によっている。
 

 

(追加情報)

 
当第２四半期連結累計期間

(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示している。
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(四半期連結貸借対照表関係)

 

※１ その他のたな卸資産の内訳は、次のとおりである。

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

原材料及び貯蔵品 1,467百万円 1,690百万円
 

 

 ２ 保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、次のとおり債務保証を行っている。

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

㈱宇多津給食サービス 280百万円 265百万円

㈱大洲給食ＰＦＩサービス 86百万円 82百万円

㈱仁尾太陽光発電 781百万円 738百万円

㈱桑野太陽光発電 378百万円 359百万円

㈱大洲学校ＰＦＩサービス 63百万円 63百万円

恒栄通建㈱ － 22百万円

計 1,590百万円 1,531百万円
 

　

　　　　関係会社の金融機関との工事履行保証等に対して、次のとおり債務保証を行っている。

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

㈱松山学校空調ＰＦＩサービス 468百万円 472百万円

㈱徳島県警ＰＦＩサービス 168百万円 168百万円

計 637百万円 641百万円
 

 

※３ 未払金のうち、ファクタリングシステムによる営業上の取引に係る債務は、次のとおりである。

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

 4,225百万円 3,556百万円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

 

※１ このうち主要な費目及び金額は、次のとおりである。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

従業員給料手当 1,614百万円 1,605百万円

退職給付費用 113百万円 110百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りである。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

現金預金 4,493百万円 7,775百万円

預入期間が３か月を超える定期預
金及び担保預金

－ △694百万円

関係会社預け金 4,400百万円 5,100百万円

現金及び現金同等物 8,893百万円 12,180百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 313 8 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と

なるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年10月31日
取締役会

普通株式 235 6 平成29年９月30日 平成29年11月29日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日
定時株主総会

普通株式 352 45 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と

なるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年10月31日
取締役会

普通株式 274 35 平成30年9月30日 平成30年11月28日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３設備工事業 リース事業

太陽光発電
事業

計

売上高 34,410 1,621 912 36,945 615 37,561 △3,258 34,302

セグメント利益 254 148 431 834 △28 806 △110 695
 

(注) １．「その他」 の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＣＡＤソフト販売、指定管理

業務、工事材料の販売等を含んでいる。

２．売上高及びセグメント利益の調整額は、セグメント間の内部取引消去等である。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３設備工事業 リース事業

太陽光発電
事業

計

売上高 32,497 1,705 1,171 35,374 463 35,837 △636 35,201

セグメント利益 8 140 580 728 △4 724 △19 704
 

(注) １．「その他」 の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＣＡＤソフト販売、指定管理

業務、工事材料の販売等を含んでいる。

２．売上高及びセグメント利益の調整額は、セグメント間の内部取引消去等である。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 105.98円 77.29円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益 (百万円) 831 606

普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
 (百万円)

831 606

普通株式の期中平均株式数 (千株) 7,845 7,843
 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

２．当社は、平成29年10月１日付で、普通株式５株を１株とする株式併合を行っている。前連結会計年度の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定している。
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２ 【その他】

第68期(平成30年４月１日から平成31年３月31日まで)中間配当については、平成30年10月31日開催の取締役会にお

いて、平成30年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に対し、次のとおり中間配

当を行うことを決議した。

① 配当金の総額 274百万円

② １株当たりの金額 35円

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成30年11月28日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

平成30年11月１日
 

株式会社 四 電 工

取 締 役 会 御中
 

 

有限責任監査法人 トーマツ 
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 久 保 誉 一 ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 池　田　哲　也 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社四電工

の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成30

年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社四電工及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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